5.投資財政計画
5-1. 投資試算
1)保有する資産の状況
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　現在保有している資産のうち、機電設備、建築・土木等の管路以外の資産は、約30%が老朽化資産である。管路施設は、法定耐用年数が40年と設備に比べて長いことから、ほぼ全てが健全資産になっているが、令和35年度以降、急激に老朽化資産が増加する見通しである。
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2)更新需要の見通し
保有する水道資産を法定耐用年数で更新した場合と更新基準年で更新した場合の更新需要の見通しを、図5.1.3～図5.1.6に示す。
[image: image13.png]R5 R10 R15 R20 R25 R30 R35 R40 R45 R50 R55 R60 R65 R70 R75 R80 R85 R90 R95R100




[image: image14.png]R5 R10 R15 R20 R25 R30 R35 R40 R45 RS0 R55 R60 R65 R70 R75 R80 R85 R90 R9SR100




[image: image15.png]2,700
2400
2100
1,800

& 1,50

5 1200

00
600
a0 |

o Ll Il

RS R10 R15 R20 R25 R30 R35 R40 R45 R50 R55 R60 R65 R70 R75 R8O R85 R90 R95R100





[image: image16.png]2,700
2,400
2,100
1,800

B 1,500

7 1,200

900
600

g 1

R5 R10 R15 R20 R25 R30 R35 R40 R45 RS0 RS5 R60 R65 R70 R75 R8O R85 R90 RI5R100





[image: image17.png]<®>HH

100.0
90.0
80.0
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20,0
10.0
0.0

I

R10

R20

R30

ML

R60

LAY
PerS—

R90

R100




[image: image18.png]W SR
EnEETEa




[image: image19.png]W EREEENA
BREEFRR




[image: image20.png]100.0%
90.0%
80.0%
70.0%
60.0%
50.0%
40.0%
30.0%
20.0%
10.0%

0.0%

RS R10 Ri5 R20 R25 R30 R35 R40 R45 RS0 R55 R60 R65 R70 R75 R80 R85 R90 R95 R100




適切な維持管理のもと各資産の延命化を図ることで大幅なコスト縮減効果と、一定の事業費平準化効果を確認できる。しかしながら、更新基準年で更新していく場合であっても、現状に比べて事業費の大幅な増加が見込まれることになる。そのため体制面や財政面などの視点から、更なる事業費の平準化を図っていく必要がある。
表5.1.1　更新需要の見通し（税抜）
	〇令和12年度までに見込まれる更新需要

	管路以外の資産：約5,300万円/年の更新需要が見込まれる。
管路施設：令和11年度までは、約1億500万円/年（約2.4km/年）の更新需要、令和
12年度は、約17億円強（約40km/年）の更新需要が見込まれる。

	〇令和13～22年度の次期10年間の更新需要

	管路以外の資産：約1億2500万円/年の更新需要が見込まれる。
管路施設：約2億1,300万円/年（約4.6km/年）の更新需要が見込まれる。


3)設定内容
〇管路以外の資産は、令和5年度までの上の原・安中水系の更新事業と合わせ令和12年度までの更新需要に対応できるように年間投資額を設定し、平準化する（令和12年度は次期10年間の更新需要を考慮して投資額を増加する）。
〇管路施設は、令和12年度の更新需要と有収率の向上を念頭に、前倒しによる対策を図る。現状の体制で実現可能な事業量として、令和12年度までは最大4km/年の事業量を見込む。
〇令和13年度以降は、更新基準年を超過する資産比率の見通しから投資額を見込む。
4)更新需要の見通し
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図5.1.10　更新需要の見通し（税込）
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図5.1.11　更新基準年を超過する資産比率の見通し（管路以外の資産）


図5.1.12　更新基準年を超過する資産比率の見通し（管路施設）
管路以外の資産は、現状で約20%の資産が更新基準年を超過しているが、当面は、現状と同水準以下で推移できる見込みである。一方、管路施設は、令和13年度から更新基準年を超過する資産が増えていくことになるが、令和13～22年度は更新率1.3%/年程度で事業を行う見込み（約4.6km/年）としており、現実的な事業量として見込んでいる。
なお、当面10年間の建設改良費の内訳は、表5.1.2の通りである。
表5.1.2　建設改良費の推移（単位：千円）
	
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12

	拡張費
	1,028,616
	663,579
	205,920
	50,001
	50,001
	50,001
	50,001
	50,001
	20,000
	20,000

	改良費
	210,188
	164,934
	198,754
	257,371
	278,361
	252,663
	267,343
	265,138
	258,927
	332,625

	メーター費
	2,496
	1,530
	1,530
	1,530
	1,530
	1,530
	1,530
	1,530
	1,530
	1,530

	固定資産
購入費
	16,559
	4,951
	4,951
	4,951
	4,951
	4,951
	4,951
	4,951
	4,951
	4,951

	計
	1,257,859
	834,994
	411,155
	313,853
	334,843
	309,145
	323,825
	321,620
	285,408
	359,106


拡張費について、令和3～5年度は上の原配水池、安中配水池、安中減圧水槽の更新事業であり、令和6年度以降、既存施設を対象にWeb監視装置の整備事業費を計上している。
改良費のうち管路以外は、令和3～7年度の前半5年間は、主に上の原水源地の受電設備、折橋第3配水池の電気計装設備、中木場低区配水池の電気計装設備の更新事業費を計上している。また、令和8～12年度の後半5年間は、川内浄水場・配水池、舞人堂浄水場・配水池、久原浄水場・配水池、出口浄水場・配水池、松崎浄水場・配水池の非常用発電設備、三会配水池と森岳配水池の次亜注入設備、折橋第3配水池の機械設備の更新事業費を計上している。
改良費のうち管路は、令和3～7年度の前半5年間は、主に上の原水系、折橋水系の更新事業費を、令和8～12年度の後半5年間は、主に上の原水系、川内水系、舞人堂水系、久原水系、松崎水系の更新事業費をそれぞれ計上している。
5-2. 財源試算
施設の更新事業等に対する財源手当てに関する基本的な考え方は、下記の通りである。
1)資本的収入
資本的収入として、負担金と企業債の活用に基づき見込んでいる。
(1)負担金
他会計負担金は、主に消火栓設置費である。平成30年度の実績から、消火栓設置費（4,209,840円）と消火栓設置数（拡張・改良工事で11基）から1基あたりの費用は、約383千円になる※。また、令和元年度の布設替工事の実績では、約380mに1基の消火栓を設置していることから、将来の更新延長380mあたり1基分として383千円を計上する。
※他会計負担金は、少なく見込むほうが安全側に働くため、平成29～31年度実績のうち、平成30年度実績を採用する。
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図5.2.1　負担金の見込み
(2)企業債
財政シミュレーションの結果から、概ね5億円～10億円の内部留保資金を確保できる水準として、拡張費・改良費の約65%を計上する。
2)投資以外の経費
組織体制や施設構成から、当面かかる経費は現在と同程度になる見込みである。施設や管路の更新に伴う費用増加の影響を評価するため、下記の方法から各種経費を算定している。
(1)営業費用－減価償却費
①有形固定資産減価償却費
有形固定資産減価償却費は、過年度取得資産分と将来取得資産分を合算して見込む。

図5.2.2　過年度取得資産分の減価償却費見込み
将来取得資産分は、AM支援ツールで将来取得資産分の減価償却計算・長期前受金戻入計算を行い、算定している。
②無形固定資産減価償却費
過年度取得資産分を見込む。
(2)営業外費用－支払利息
企業債利息は、過年度発行分と将来分を合算して算定する。
表5.2.3　将来取得資産の起債償還条件（元金均等方式）
	償還期間
	据置期間
	年金利

	30年
	5年
	1.0%


※年金利は、「財政融資資金貸付金利（令和3年2月1日以降適用）　財務省：令和3年1月29日」
で公表される金利＋危険負担0.5%としている。
なお、地方公共団体金融機構における借り入れ率と名目長期金利との関連性に着目して、両者の差分値を、内閣府作成資料に記載の将来名目長期金利のうち、ベースラインケースに乗せて推移させることで、将来金利を設定する。

図5.2.3　将来の名目長期金利を活用した金利見込み設定
※R12年度以降は2.10%を固定
(3)営業費用－動力費、薬品費
平成29～令和元年度の実績から、年間配水量に対する単価（円/m3）を算定し、平均単価を将来の年間配水量に乗じることで将来値を見込む。
(4)営業費用－その他
その他の費用は、平成29～令和元年度の実績平均値と同程度（一定）として扱う。
(5)その他
現在に策定中の「長崎県広域推進プラン」を念頭に、近隣の水道事業との施設の共同化によるスケールメリットや、資材の共同購入や在庫の一元管理による費用削減を、今後、検討していく。
5-3. 投資財政計画
1)収益的収支
収益的収支の将来見通しは、図5.3.1、表5.3.1の通りである。
収益的収入は、有収水量の減少に伴い緩やかに減収する見込みであり、令和5年度には経常損益がマイナスになる見通しのため、健全経営を念頭に令和6年度に料金改定を見込んでいる。

料金改定の見込み
〇令和6年度 ：約12.1%の値上げ（142.74円/m3 → 160.00円/m3）
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図5.3.1　収益的収支の将来見通し
表5.3.1　投資財政計画（収益的収支）
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2)資本的収支（消費税込）
資本的収支及び資金の将来見通しは、図5.3.2、表5.3.2の通りである。
計画期間を通じて資本的支出が資本的収入を上回っているものの、内部留保資金などを用いて補填可能な見通しである。また、企業債残高も計画期間を通じて減少する見込みである。
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図5.3.2　資本的収支の将来見通し
表5.3.2　投資財政計画（資本的収支）
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図5.1.1　管路以外の資産（機電設備、建築・土木等）





図5.1.2　管路施設の見通し





図5.1.3　管路以外の資産：法定耐用年数での見通し（税抜）











図5.1.4　管路以外の資産：更新基準年での見通し（税抜）











図5.1.5　管路施設：法定耐用年数での見通し（税抜）











図5.1.6　管路施設：更新基準年での見通し（税抜）














